
平成２０年度試験研究体系図
神奈川県畜産技術センター

Ⅰ 活力ある畜産

１ 都市型畜産経営技術の開発

畜産経営の安定化の推進
畜産経営改善プログラムの開発(H16～20)★⑲
採卵鶏の性能比較調査(H18～21)★⑲

生産の効率化の推進
新市場動向に即した生産調整技術の開発（H20～21）

２ 高度生産技術の開発

高度生産技術を活用した優良家畜の造成
重胚移植を活用した優良牛の造成(H13～22)★⑲

生体内卵胞卵子を用いた胚生産技術の開発（H10～20）⑲
牛の雌雄産み分け技術の検討(H10～20)★⑲
豚胚の凍結保存(H15～20)
豚胚の非外科的移植技術の高度化に関する研究(H15～20)
ブタの皮下脂肪厚を制御する遺伝子の解明(H19～23)

生産性向上技術の開発
生涯生産性の向上をめざした乳牛の飼養管理技術の開発(H16～20)★⑲
乳用後継牛の効率的育成技術の開発(H18～22）
飼料作物奨励品種選定試験(H18～20)
牧草・飼料作物系統適応性検定試験(H17～22)

高能力家畜生産による生産性の高い飼養管理技術の開発
系統豚（ｶﾅｶﾞﾜﾖｰｸ）を利用した高品質豚肉生産技術の確立(H4～)★
系統豚(ﾕﾒｶﾅｴﾙ)を利用した高品質豚肉生産技術の確立(H15～)★⑳
生産性の高い国産鶏の作出(H18～21)★⑲⑳
中ﾖｰｸｼｬｰ・保存鶏等(S62～)★

Ⅱ 県民から支持される畜産

３ 安全・安心な生産技術の開発

安全・安心に結びつく畜産物生産技術の開発
酪農における減投薬飼養技術の開発(H17～20)

リサイクル資源の利活用技術の開発
畜舎汚水処理における環境負荷物質の排出低減技術の開発(H18～20)⑳【再掲】

家畜に優しい飼養管理技術の開発
家畜福祉に配慮した採卵鶏の飼養技術の検証(H17～22)⑳

新重家畜福祉に配慮した種豚飼養技術の検証(H20～22)

４ 高品質・高機能化技術の開発

高品質な畜産物生産技術の開発
重肉用牛に対する食品残さの飼料化試験(H13～22) 【再掲】

食品残さ飼料給与を用いた銘柄豚肉生産システムの検討(H19～22)【再掲】



Ⅲ 環境に寄与する畜産

５ 循環型社会に向けた畜産技術の開発

地域資源の有効活用技術の開発
重高品質堆肥生産技術の開発(H17～21)⑳101

資源の回収及び有効活用技術の開発(H12～20)★⑲⑳

食品残さの飼料化技術の確立
重肉用牛に対する食品残さの飼料化試験(H13～22)

食品残さ利用による肉用牛の低コスト生産技術の開発(H18～21)★
食品残さ飼料給与を用いた銘柄豚肉生産システムの検討(H19～22)
採卵鶏に対する食品残さの飼料化技術の開発(H19～21)⑲

未利用農地の利用技術の確立
放牧牛を利用したヤマビル被害抑制技術の検討(H19～20)⑲

６ 環境と調和する畜産技術の開発

都市型畜産経営における家畜排せつ物処理技術の開発
省資源型家畜排せつ物処理技術の開発(H15～21)⑳

都市型畜産経営における環境負荷低減技術の開発
畜舎汚水処理における環境負荷物質の排出低減技術の開発(H18～20)⑳
低硝酸性飼料作物の栽培技術の開発(H16～20)
イタリアンライグラスの硝酸態窒素濃度に関するＱＴＬ解析(H19～20)

＜体系図の見方＞
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重：重点研究課題
新：新規研究課題

新重：新規・重点研究課題
★：平成18年度までに要試験研究問題として提案されたものを実施中
⑲：平成19年度要試験研究問題として提案されたものを実施中
⑳：平成20年度要試験研究問題として提案されたものを実施または実施中であるもの

重点基礎研究
食品リサイクル飼料を用いた低コスト・高品質豚肉生産システムの研究（H19～20)


